
 

 

 

 

 

 

 

副校長 藤森 慎一 

心配された天気もすっかり回復し、初夏を思

わせるような暑さの中、2 年ぶりの運動会を開

催することができました。   

今回の運動会は、新型コロナウイルス感染症

対策と熱中症のリスクを軽減するため、今まで

とは違う運動会となりました。入場行進をなく

したり競技・演技種目を減らしたりすること

で、プログラムを午前中に終われるよう調整し

ました。児童もマスクを着用し、手の消毒をし

ながらと窮屈なこともありましたが、各学年と

も素晴らしい演技を披露して目標を見事に達成

できた運動会でした。また、保護者の皆様におかれましても、保護者証、手指の消毒等、学校の方

針に対してご理解とご協力を賜りまして、本当にありがとうございました。また、ＰＴＡ役員の

方々には、受付、場内の防犯見守り、テントの後片付け等を手伝っていただき、ありがとうござい

ました。  

 今年のスローガンは、『心は一つに 全力勝負！！』でした。天候不順で校庭での練習が十分でき

なかったにもかかわらず、子供たちは戸惑うことなく、「全力」で取り組んでいる姿に、頼もしさを

感じました。かわいい笑顔とリズムにのった楽しいダンス 1，2 年生の『みんなと「ともに」！』

力強さと元気さいっぱいの 3，4 年生「五小ソーラン・乱舞」、切れのあるダンスが決まって、まさ

に「So Cool!」だった 5，6 年生の「Dynamaite～キラキラ輝け君の春～」。どれも見応えのある

すばらしい演技であり、「心を一つに」した演技を見せてくれました。さらに、徒競走やリレー、玉

入れなどの紅白種目も一人一人が「全力勝負！！」で、最後まで一生懸命に頑張る姿を見せてくれ

ました。子供たちが真剣な表情で演技し、全力で競技する姿は、時間の経つのも忘れ見とれてしま

います。そして、高学年の子供たちの係活動では、てきぱきと動き、一人一人がその役割を果たそ

うとしていました。 

 本当に多くの成果、成長が見られた運動会ですが、願わくば子供たちには，運動会に向けて一人

一人が努力したこと、仲間と協力して取り組んできたことを忘れ

ず、これからの学校生活に生かしてほしいと思います。 

今回の「新しい形の運動会」は、「子供たちのために」という思

いが実を結びました。子供たちのキラキラ輝く笑顔を見ながら、学

校行事を通してしか得ることが出来ない達成感や協働的な学びの大

切さを改めて確認できた貴重な時間でした。コロナ禍の学校行事は

「安心・安全」を第一に考えながら工夫をして行う必要があります

が、一歩前に進むことができたことを大変うれしく思います。 
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５月分の給食費の引き落としが６月２８日（月）におこなわれます。引き落としが確実におこなわれ

るよう、口座へのご入金をお願いします。 

 

６月２６日に予定されていた今年度の「五小まつり」は、新型コロナウイルス感染症の感染状況を鑑み、

中止とします。それにともない２６日（土）は休日となります。 

 

 6 月 行 事 予 定 学校の中は静かに歩こう 

１ 火 安全指導日 17 木 瑞中学区合同避難訓練 

2 水 心臓検診（1，4年） 

学びのテーマパーク 

18 金 コミュニケーション週間③ 

特別時程 4時間 

3 木 体力テスト 19 土  

4 金  20 日  

5 土  21 月 あいさつ運動始 

6 日  22 火 歯科検診・自転車安全教室（3,4年） 

教育委員学校訪問 

7 月 全校朝会・委員会活動⑥ 23 水 コミュニケーション週間④ 

特別時程 4時間 

8 火 水泳指導始 24 木 コミュニケーション週間⑤ 

特別時程 4時間・初夏の読書旬間始 

9 水 学びのテーマパーク 25 金  

10 木 小中音楽鑑賞教室（5 年） 26 土  

11 金 たてわり班掃除始 27 日  

12 土  28 月 全校朝会・クラブ活動 

13 日  29 火  

14 月 コミュニケーション週間① 

特別時程 4時間 

30 水 学びのテーマパーク 

15 火 コミュニケーション週間② 

特別時程 4時間・側わん検診（５年） 

7/1 木 校外学習（６年） 

16 水 開校記念日・特別時程４時間 

学びのテーマパーク 

2 金  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お願い 
学校では現在、児童の頭髪指導に苦慮しております。学校のきまりでは、「小学生らしい髪型

にする」「髪を染める、バリカンで模様をつける髪型は禁止です」という約束を明記しておりま

すが、なかなか徹底することができません。進学先となる中学校でも許されることではありませ

んので、小学生のうちから指導を徹底したいと考えています。各ご家庭のご理解・ご協力をよろ

しくお願いいたします。 



 

～在職中は五小の子供たちのためにご尽力いただきありがとう  

ございました・・・新生活でのご健康とご活躍をお祈りいたします。 

５月７日（金）の 5 時間目に本校校庭で離任式が行われました。お忙し

い中、嶋田副校長先生がお越しくださいました。子供たちは、お会いできるのを楽しみにしていましたので、

嶋田副校長先生が入場されると、笑顔でいっぱいになりました。代表の児童が作文を読み、花束をお渡ししま

した。子供たちの先生方への思いがとっても感じられる素敵な式となりました。 

 

＊離任された先生方からメッセージをいただきましたので、ご紹介させていただきます。 

 

瑞穂第五小学校の副校長として、２年間という短い期間でしたが、保護者・地域の

皆様には大変お世話になりました。 

自然豊かで人懐っこい子供たちが多い五小での日々は、私の教員人生の中でもと

ても印象に残るものでした。コロナ禍の影響で、特に１年目の３月から２年目の１年

間は、多くの学校行事を中止や延期、制限せざるを得ない中でしたが、五小の子供た

ちから笑顔の活力をもらって、私自身も頑張れました。 

異動した瑞穂四小でも、五小での２年間の経験を生かして、今度は四小の子供たち

のために尽くしたいと思います。２年間、ありがとうございました。 

  

豊かな自然、子供たちの笑顔、そして保護者、地域の方々に支えられながら、私自

身、とても楽しく活動させていただきました。素敵な子供たちと出会えたこと、保護者

の皆様にも感謝しております。最後まであたたかな気持ちを届けてくださり、ありがと

うございました。力の出し惜しみをせず、五小の子供たちが、これからも力強く成長し

ていく姿を心に描きながら、私も新天地でがんばります。  

 １年間、２年２組の学習サポーターとしてお世話になりました。 

 コロナ禍のもと、初めてのことやなれないことに戸惑う１年でしたが、素直で元気い

っぱいの子供たちと一緒に学べたことは、いつまでも私の思い出です。 

 本当にありがとうございました。これからも皆さんの成長を楽しみにしています。 

 

 保護者・地域の皆様、そして五小の子供たちと１２年間用務員として楽しく仕事がで

きましたことを心よりお礼申し上げます。この先、どこかで見かけたら、「こんにちは」

と声をかけてください。楽しみにしています。 

 



 

 

 

 

 

５月１０日に、萩生田文部科学大臣から、全国の小中学生に向

けて「不安や悩みを抱える全国の児童生徒や学生等のみなさんへ」

と題した緊急メッセージが発表されました。それを受けて、五小で

は、１７日に「自分を大切にしよう」朝会を行いました。 

内容としては・・・「校長から、この朝会の趣旨の説明」、「東

京都教育委員会が推進する「SOSの出し方に関する教育」用に

作成された DVD「自分を大切にしよう」を全校で視聴。」「萩生

田大臣からのメッセージの紹介」、「子供たちの不安や悩み、スト

レスを把握するためのアンケートの実施」といったものでした。 

 今回視聴した DVD には、「生まれたばかりの赤ちゃんは、どんな時も泣いて周りの人に助けを求め

ています。お腹が空いたよ、オムツが濡れたよと・・みんな赤ちゃんのころは SOS が出せました。」

ということから、自分自身を振り返るようにお話が進み、不安や悩みを抱えている高学年は 71.6％と

いうデータがあることや、不安や悩みがあるときの心の状態も教えてくれます。そして、この DVD 

の最後に、SOS の出し方について「実は、分かってくれる大人に出会うことは大変なことなんです。

少なくとも３人の大人に話してみましょう。あなたの気持ちを真剣に受け止めてくれる人がいます。そ

の人があなたの信頼できる大人です。」と子供たちに語りかけています・・・私たち大人は、不安や悩

みがある子供たちの SOS に気付くことが出来るでしょうか・・・「そんなくだらないことで悩んでない

で、気にしないことが一番！」なんて言ってしまいそうではないですか？でも、子供たちは SOSを出

しているかもしれません。 

もし、そんな SOS を感じた

ら、まずは傾聴しましょう。「○○

って思っているんだね。」と その

ままの言葉を返してあげることが

大切です。子供たちは「ああ、分

かってもらえた。」「この人なら、

信じて、話しができる。」と感じる

ことでしょう・・・子供たちの 

SOS に気付くことができる大人で 

ありたいですよね・・・ 

 

そして・・・ 

 

 

どの学級もいじめのない温かい学

級を目指して、みんなのためにできることを実践していきます。また、いじめの早期発見のためのアン

ケートも実施します。さらにあいさつ運動等、全教職員が進んであいさつをし、子どもたちの健全育成

やコミュニケーション能力の育成を図っていきます。 


